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1.1 DPCI-PLC制御関数ライ ブラリ

WDPLCPCI．DLL （Windows95／98用）

NTDPLC．DLL （Windows ＮＴ 4.0

用）

が 提供して い る コ マンド（制御関数）は 次の 通りで す 。

（以下の 説明で は WDPLCPCI.DLL と記述して い ます 。 NT をご使用の 方は 適宜読み替えて くだ さ

い 。）

例題は Visual Basic ５.0　の 書式で記述して い ます 。

関数名 機能

ＳｔａｒｔＤｐｌｃＤｅｖｉｃｅ（  ） デバイ ス の 開始

ＥｎｄＤｐｌｃＤｅｖｉｃｅ（  ） デバイ ス の 終了

ｂｏｒｄ＿ｉｎｉｔ（  ） イ ンタ フェ ース ボードの 初期化

ｕｎｉｔｒｓｔ（  ） 各ユニットの 初期化

Ｘｉｎ＿ｂｙｔ（  ） Ｘデバイ ス の 読み出し (１バイ ト単位 )

Ｘｉｎ＿ｂｉｔ（  ） Ｘデバイ ス の 読み出し (１ビット単位 )

Ｙｏｕｔ＿ｂｙｔ（  ） Ｙデバイ ス の 書き込み (１バイ ト単位 )

Ｙｏｕｔ＿ｂｉｔｒｓｔ（  ） Ｙデバイ ス の リセ ット

Ｙｏｕｔ＿ｂｉｔｓｅｔ（  ） Ｙデバイ ス の セ ット

Ｆｒｏｍ（  ） バッファメモリの 読み出し

Ｔｏ＿ｃｍｄ（  ） バッファメモリの 書き込み

1.1.1 デバイ ス の 開始

ＳＳＳＳｔｔｔｔａａａａｒｒｒｒｔｔｔｔＤＤＤＤｐｐｐｐｌｌｌｌｃｃｃｃＤＤＤＤｅｅｅｅｖｖｖｖｉｉｉｉｃｃｃｃｅｅｅｅ

機能 デバイ ス の 開始

形式 StartDplcDevice Lib "WDPLCPCI.DLL" () As Long

戻 り値 ： ０：異常 ０以外：デバイ ス ハンドル

解説 デバイ ス ハンドルを取得します 。

例 hDevice = StartDplcDevice()

If hDevice = 0 Then

MsgBox "NG"

Else

MsgBox "OK"

End If
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1.1.2 デバイ ス の 終了

ＥＥＥＥｎｎｎｎｄｄｄｄＤＤＤＤｐｐｐｐｌｌｌｌｃｃｃｃＤＤＤＤｅｅｅｅｖｖｖｖｉｉｉｉｃｃｃｃｅｅｅｅ

機能 デバイ ス の 終了

形式 EndDplcDevice Lib "WDPLCPCI.DLL" () As Long

戻 り値 ： ０：異常 ０以外：正常

解説 デバイ ス ハンドルを解放します 。

例 ret = EndDplcDevice(hDevice)

If ret = 0 Then

MsgBox "NG"

Else

MsgBox "OK"

End If
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1.1.3 イ ンタ フェ ース ボードの 初期化

ｂｂｂｂｏｏｏｏｒｒｒｒｄｄｄｄ＿＿＿＿ｉｉｉｉｎｎｎｎｉｉｉｉｔｔｔｔ

機能 イ ンタ フェ ース ボードの 初期化

形式 bord_init Lib "WDPLCPCI.DLL" (ByVal hDevice As Long) As Long

hDevice ： デバイ ス ハンドル

戻り値 ： ０：正常 ０以外：異常

解説 イ ンタ フェ ース ボードの 初期化をします 。この 関数を実行す る ことで イ ンタ フェ ース ボ

ードとの アク セ ス が 可能とな ります 。

例 ret = bord_init(hDevice)

If ret = 0 Then

MsgBox "OK"

Else

MsgBox "NG"

End If
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1.1.4 各ユニットの 初期化

ｕｕｕｕｎｎｎｎｉｉｉｉｔｔｔｔｒｒｒｒｓｓｓｓｔｔｔｔ

機能 各ユニットの 初期化

形式 unitrst Lib "WDPLCPCI.DLL" (ByVal hDevice As Long) As Long

hDevice ： デバイ ス ハンドル

戻り値 ： ０：正常 ０以外：異常

解説 ＡｎＮ，ＡｎＳな どの 各ユニットの 初期化をします 。電源投入時と同等に な ります 。

例 ret = unitrst(hDevice)

If ret = 0 Then

MsgBox "OK"

Else

MsgBox "NG"

End If
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1.1.5 Ｘデバイ ス の 読み出し（１バイ ト単位）

ＸＸＸＸｉｉｉｉｎｎｎｎ＿＿＿＿ｂｂｂｂｙｙｙｙｔｔｔｔ

機能 Ｘデバイ ス の 読み出し（１バイ ト単位）

形式 Xin_bit Lib "WDPLCPCI.DLL" (ByVal hDevice As Long, _

ByVal base As Byte, _

ByVal port As Byte, _

ByVal xdno As Byte) As Byte

hDevice ： デバイ ス ハンドル

base ： ベース 番号 ０～７

port ： Ｉ／Ｏポート番号 ０～７

xdno ： Ｘデバイ ス の Ｎｏ． ０～６３

戻り値 ： Ｘデバイ ス の 読み出したデータ

base,port,xdno で 指定す る 値の 範囲は 使用す る ベース ，ユニットに より異な ります 。

解説 base,port,xdno で 指定され たＸデバイ ス の 入力信号を含む １バイ ト（８点）分の データ を

読み出します 。

例

電源
空き 空き空き 空き 空き空き空き

シ ス テム構成

Ｉ／Ｏ ポート番号 0 1 2 53 64 7

A1SX41
ユニット名＝Ａ１ＳＸ４１

ベース 番号＝０

Ｉ／Ｏポート番号＝２

入力データ （Ｘ）＝  1FH  　  18H  17H     10H   0FH    08H　　 07H     00H

            　　　００００００００　  ００００１０００　　  ００００

００００　　００００１００１

              　　　   ００Ｈ　　　　　  　０８Ｈ　　　　　　  　００Ｈ  　

０９Ｈ

data = Xin_byt(hDevice, 0, 2, 3)

(data = 9   Ｘ００～Ｘ０７の １バイ ト分の データ )

data = Xin_byt(hDevice, 0, 2, 0)

(data = 9   Ｘ００～Ｘ０７の １バイ ト分の データ )

　　　 xdno に ０また は ３を指定して も 、同じ内容が 得られ る 。
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data = Xin_byt(hDevice, 0, 2, 19)

(data = 8   Ｘ１０～Ｘ１７の １バイ ト分の データ )
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1.1.6 Ｘデバイ ス の 読み出し（１ビット単位）

ＸＸＸＸｉｉｉｉｎｎｎｎ＿＿＿＿ｂｂｂｂｉｉｉｉｔｔｔｔ

機能 Ｘデバイ ス の 読み出し（１ビット単位）

形式 Xin_bit Lib "WDPLCPCI.DLL" (ByVal hDevice As Long, _

ByVal base As Byte, _

ByVal port As Byte, _

ByVal xdno As Byte) As Byte

hDevice ： デバイ ス ハンドル

base ： ベース 番号 ０～７

port ： Ｉ／Ｏポート番号 ０～７

xdno ： Ｘデバイ ス の Ｎｏ． ０～６３

戻り値 ： Ｘデバイ ス の 読み出したデータ

base,port，xdnoで指定す る値の 範囲は 使用す るベース ，ユニットにより異なります 。

解説 base,port,xdno で 指定され たＸデバイ ス の 入力信号の データ を１ビット（１点）分読み出

します 。

例 ユニット名＝Ａ１ＳＸ４１

ベース 番号＝０

Ｉ／Ｏポート番号＝１

入力データ （Ｘ）＝  1FH   　 18H  17H    10H    0FH    08H　　 07H     00H

            　　  ００００００００　  ００００１０００　　  ００００

００００　　００００１００１

                 　　００Ｈ　　　　　  　０８Ｈ　　　　　　  　００Ｈ

０９Ｈ

data = Xin_bit(hDevice, 0, 1, 3)

(data = 1)

data = Xin_bit(hDevice, 0, 1, 1)

(data = 0)

data = Xin_bit(hDevice, 0, 1, 19)

(data = 1)
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1.1.7 Ｙデバイ ス の 書き込み（１バイ ト単位）

ＹＹＹＹｏｏｏｏｕｕｕｕｔｔｔｔ＿＿＿＿ｂｂｂｂｙｙｙｙｔｔｔｔ

機能 Ｙデバイ ス の 書き込み（１バイ ト単位）

形式 Yout_byt Lib "WDPLCPCI.DLL" (ByVal hDevice As Long, _

ByVal base As Byte, _

ByVal port As Byte, _

ByVal ydno As Byte, _

ByVal data As Byte) As Long

hDevice ： デバイ ス ハンドル

base ： ベース 番号 ０～７

port ： Ｉ／Ｏポート番号 ０～７

ydno ： Ｙデバイ ス の Ｎｏ． ０～６３

data ： 書き込みデータ

base,port，ydnoで指定す る値の 範囲は 使用す るベース ，ユニットにより異なります 。

解説 base,port,ydnoで 指定され たＹデバイ ス を含む １バイ ト分の 出力データ を書き込みます 。

(data に は 常に 現在の Ｙデバイ ス の 状態が 記憶され て い な け れ ば な りませ ん。初期化

[unitrst]を行うと同時に dataをクリアして くだ さい 。 )

例 ユニット名＝Ａ１ＳＹ４１

ベース 番号＝０

Ｉ／Ｏポート番号＝２

ydev(0, 2, 0 ¥ 8) = 10

ret = Yout_byt(hDevice, 0, 2, 0, 10)

出力データ ＝ 1FH   　 18H  17H    10H    0FH    08H　　 07H     00H

            ００００００００　  ００００００００　　  ００００００

００　　００００１０１０

                ００Ｈ　　　　　  　００Ｈ　　　　　  　　００Ｈ  　　　　　

０ＡＨ

ydev(0, 2, 0 ¥ 8) = 11

ret = Yout_byt(hDevice, 0, 2, 0, 11)

出力データ ＝ 1FH   　 18H  17H    10H    0FH    08H　　 07H     00H

            ００００００００　  ００００００００　　  ００００００

００　　００００１０１１

                ００Ｈ　　　　　  　００Ｈ　　　　　  　　００Ｈ  　　　　

０ＢＨ

ydev(0, 2, 19 ¥ 8) = 5
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ret = Yout_byt(hDevice, 0, 2, 19, 5)

出力データ ＝ 1FH   　 18H  17H    10H    0FH    08H　　 07H     00H

            ００００００００　  ０００００１０１　　  ０００００００

０　　００００１０１１

                ００Ｈ　　　　  　　０５Ｈ　　　　  　　　００Ｈ  　　　

０ＢＨ



10

1.1.8 Ｙデバイ ス の リセ ット

ＹＹＹＹｏｏｏｏｕｕｕｕｔｔｔｔ＿＿＿＿ｂｂｂｂｉｉｉｉｔｔｔｔｒｒｒｒｓｓｓｓｔｔｔｔ

機能 Ｙデバイ ス の リセ ット

形式 Yout_bitrst Lib "WDPLCPCI.DLL" (ByVal hDevice As Long, _

ByVal base As Byte, _

ByVal port As Byte, _

ByVal ydno As Byte, _

ByRef data As Byte) As Long

ｈDevice ： デバイ ス ハンドル

base ： ベース 番号 ０～７

port ： Ｉ／Ｏポート番号 ０～７

ydno ： Ｙデバイ ス の Ｎｏ． ０～６３

data ： ydnoを含む Ｙデバイ ス １バイ ト分の データ

base,port，ydnoで指定す る値の 範囲は 使用す るベース ，ユニットにより異なります 。

解説 base,port,ydnoで 指定され たＹデバイ ス をリセ ットし、そ の 内容を dataに 格納します 。

(data に は 常に 現在の Ｙデバイ ス の 状態が 、記憶され て い な け れ ば な りませ ん。初期化

[unitrst]を行うと同時に dataをクリアして くだ さい 。 )

例 ユニット名＝Ａ１ＳＹ４１

ベース 番号＝０

Ｉ／Ｏポート番号＝２

ret = Yout_bitrst(hDevice, 0, 2, 0, ydev(0, 2, 0 ¥ 8))

出力データ ＝ 1FH  　   18H  17H    10H    0FH     08H　 07H     00H

             ００００００００　  ００００００００　　  ００００００

００　　００１１００１０

                ００Ｈ　　　  　　　００Ｈ　　　　  　　　００Ｈ

３２Ｈ

ret = Yout_bitrst(hDevice, 0, 2, 1, ydev(0, 2, 1 ¥ 8))

出力データ ＝ 1FH  　   18H  17H    10H    0FH     08H　 07H     00H

             ００００００００　  ００００００００　　  ００００００

００　　００１１００００

                ００Ｈ　　　  　　　００Ｈ　　　　  　　　００Ｈ

３０Ｈ
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1.1.9 Ｙデバイ ス の セ ット

ＹＹＹＹｏｏｏｏｕｕｕｕｔｔｔｔ＿＿＿＿ｂｂｂｂｉｉｉｉｔｔｔｔｓｓｓｓｅｅｅｅｔｔｔｔ

機能 Ｙデバイ ス の セ ット

形式 Yout_bitset Lib "WDPLCPCI.DLL" (ByVal hDevice As Long, _

ByVal Board As Byte, _

ByVal port As Byte, _

ByVal ydno As Byte, _

ByRef data As Byte) As Long

hDevice ： デバイ ス ハンドル

base ： ベース 番号 ０～７

port ： Ｉ／Ｏポート番号 ０～７

ydno ： Ｙデバイ ス の Ｎｏ． ０～６３

data ： ydnoを含む Ｙデバイ ス １バイ ト分の データ

base,port，ydnoで指定す る値の 範囲は 使用す るベース ，ユニットにより異なります 。

解説 base,port,ydnoで 指定され たＹデバイ ス をセ ットし、そ の 内容を dataに 格納します 。

(data に は 常に 現在の Ｙデバイ ス の 状態が 記憶され て い な け れ ば な りませ ん。初期化

[unitrst]を行うと同時に dataをクリアして くだ さい 。 )

例 ユニット名＝Ａ１ＳＹ４１

ベース 番号＝０

Ｉ／Ｏポート番号＝２

ret = Yout_bitset(hDevice, 0, 2, 1, ydev(0, 2, 1 ¥ 8))

出力データ ＝ 1FH  　   18H  17H    10H    0FH     08H　 07H     00H

             ００００００００　  ００００００００　　  ００００００

００　　１０１１１０１０

                ００Ｈ　　　  　　　００Ｈ　　　　  　　　００Ｈ

ＢＡＨ

ret = Yout_bitset(hDevice, 0, 2, 17, ydev(0, 2, 17 ¥ 8))

出力データ ＝ 1FH  　   18H  17H    10H    0FH     08H　 07H     00H

             ００００００００　  ００００００１０　　  ００００００

００　　１０１１１０１０

                ００Ｈ　　　  　　　０２Ｈ　　　　  　　　００Ｈ

ＢＡＨ
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1.1.10 バッファメモリの 読み出し

ＦＦＦＦｒｒｒｒｏｏｏｏｍｍｍｍ

機能 バッファメモリの 読み出し

形式 From Lib "WDPLCPCI.DLL" (ByVal hDevice As Long, _

ByVal base As Byte, _

ByVal port As Byte, _

ByVal add As Integer, _

ByRef data As Integer, _

ByVal word As Integer, _

ByRef ddata As Byte) As Long

hDevice ： デバイ ス ハンドル

base ： ベース 番号 ０～７

port ： Ｉ／Ｏポート番号 ０～７

add ： バッファメモリアドレス

data ： 読み出しデータ 格納バッファ

word ： 読み出しワード（１６ビット）数

ddata ： Ｙ１８  ～ Ｙ１Ｆの １バイ ト分の 格納バッファ

戻り値 ： １：正常 ０：異常

base,port で 指定す る 値の 範囲は 使用す る ベース に より異な ります 。

解説 base,port で 指定され たユニットから add で 示され る バッファメモリの 内容を word 分だ

け読み出し data に 格納します 。読み出しワード数の Ｍａｘ値は ３２７６７ワードで

す 。た だ し読み出しデータ 格納バッファ サ イ ズ 以上を設定しな い で くだ さい 。

例 ユニット名＝Ａ１Ｓ６４ＡＤ

ベース 番号＝０

Ｉ／Ｏポート番号＝２

ret = From(hDevice, 0, 2, 10, rdbuf(0), 4, ydev(0, 2, &H1F ¥ 8))

rdbuf(0)～rdbuf(3)に 、ｃｈ１～ｃｈ４の Ａ／Ｄ変換され た 値 が 読み出され ます 。
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1.1.11 バッファメモリの 書き込み

ＴＴＴＴｏｏｏｏ＿＿＿＿ｃｃｃｃｍｍｍｍｄｄｄｄ

機能 バッファメモリの 書き込み

形式 To_cmd Lib "WDPLCPCI.DLL" (ByVal hDevice As Long, _

ByVal base As Byte, _

ByVal port As Byte, _

ByVal add As Integer, _

ByRef data As Integer, _

ByVal word As Integer, _

ByRef ddata As Byte) As Long

hDevice ： デバイ ス ハンドル

base ： ベース 番号 ０～７

port ： Ｉ／Ｏポート番号 ０～７

add ： バッファメモリアドレス

data ： 書き込みデータ 格納バッファ

word ： 書き込みワード（１６ビット）数

ddａｔａ ： Ｙ１８  ～ Ｙ１Ｆの １バイ ト分の 格納バッファ

戻り値 ： １：正常 ０：異常

base,port で 指定す る 値の 範囲は 使用す る ベース に より異な ります 。

解説 base,portで 指定され たユニットの addで 示され たアドレス に dataの 内容を書き込みます 。

書き込みワード数の Ｍａｘ値は ３２７６７ワードで す 。

例 ユニット＝Ａ１Ｓ６２ＤＡ

ベース 番号＝０

Ｉ／Ｏポート番号＝２

wrbuf(0) =128;

wrbuf(1)=9029;

ret = To_cmd(hDevice, 0, 2, 2, wrbuf(0), 2, ydev(0, 2, &H1F ¥ 8))

Ａ１Ｓ６２ＤＡの バッファ メモリの “１”と“２”に デジ タ ル値１２８，９０２９

を書き込みます 。


